
 

 

 

育てる 

校長 中村真理 

 緑のまぶしい季節を迎えました。英語の Green の語源には「成長」という意味があり

ます。子ども達も植物の緑を育てることを通して成長します。5 月には、野菜の苗植え、

花の種まき等学校応援団の皆様にご支援をいただき「育てる」ことを学ぶ、貴重なお時

間を賜りました。ありがとうございました。 

 担任をしていたころのエピソードです。 

 4 年生を担任していた時、学校の近くの畑をお借りし、農作物を育てる学習がありまし

た。一人一苗、あえて自分の苦手な野菜を育てました。はじめは困った顔をしていた子

ども達ですが、近所の方や自分のおじいちゃんやおばあちゃんに聞いていろいろな工夫

をし、育て始めました。トマト苗の周りに支柱を立て、大きなビニール袋をかぶせて温

室を作ったり、藁を敷いてニンジンを育てたりします。こうして、丹精込めて育てた野

菜を収穫後、家でおうちの人と一緒に料理をし、絵と文で料理のレシピと感想をまと

め、担任に提出しました。苦手だったはずの野菜を自分で育て、調理したものを食べな

かった子はいません。きっと、育てたことで野菜そのものに愛着をもつことができたの

でしょう。 

また、1 年生を担任した時のことです。朝顔の芽が出てきたころ、1 年生にこんなこと

を言ってみました。「出てきた芽が、早く伸びてほしいから上に引っ張っちゃおうかな」

すると、1 年生の子ども達は口をそろえて「絶対ダメ」「朝顔がかわいそう」「芽が切れち

ゃうよ」と言うのです。「では、どうしたら芽がぐんぐん伸びるのかな」と問いかけると

「お水をあげる」「日なたに置く」と言います。1 年生は、知っているのです。育てると

は、無理やり引っ張るのではなく、自分で伸びるのを優しく手助けしてあげればいいの

だということを。そして、1 年生の子ども達は、朝顔に対して自分のお友達のように接し

ます。「雨の日は、水をあげなくていいんだよ。朝顔さんは、おなか一杯だから。おなか

を壊したら大変。」自分の都合ではなく相手のことを考えることが大事だということも知

っているのです。 

 わたし達には、植物の生命を育てるように、子ども達の生命を育てるという役割があ

ります。苦手なことへのチャレンジを応援する、自分で伸びるのを優しく見守りそっと

愛情を注ぐ、相手の気持ちを想像して自分がその立場だったらどうするのか考えられる

力をつけさせることが大切だと思うのです。 

これからも、加須南小の子ども達の可能性を職員一同、大切に育ててまいります。地

域の皆様、保護者の皆様、加須南小学校をよろしくお願いします。 
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６月の生活目標 
身の回りの整理・整頓をします 

    ４月３０日（金） 

 今年の４月に加須南小を去られた先生

方との最後のお別れ会になりました。先生

方一人一人に児童から心温まるお別れの

言葉と花束が手渡されました。 

 

 

 

 

 

 

笑顔あり、涙ありの離任式になりまし

た。転出された先生方、今までありがと 

うございました。 

５月１０日から一週間、登校したあいさ

つ推進委員（児童）が、地域の方々や先生

方が横一列に並び、登校してくる子ども達

とあいさつを交わしました。 

いつもより活気 

のある一日のスタ 

ートとなりました。 

大人と子ども、子 

ども同士のつなが 

りを感じました。

  (毎月１回実施) 
推進長の皆様に加須南小の学習応援団としてもお手伝い 

をしていただいております。推進長会議は、活動の計画や 

準備など話し合います。 

５月は、夏野菜の苗を植えたり 

学区内の様子を探検したりする学 

習がたくさんありました。 

 

 

 

 

 

 
 ＜２年 野菜の苗植え＞  ＜1 年 通学路たんけん＞ 

 

 

-さわやか運動始まる- 

 木曜日の業間休みの時 

間に、瞬発力・投力・柔 

軟性を高める運動を中心 

に行っています。


